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      marrow invasion in patients with oral squamous cell carcinoma:            
            Comparison with 18F-FDG PET/CT and MRI    
  (口腔扁平上皮癌の顎骨浸潤検出におけるFAMT-PET/CTの臨床的意義； 
FDG-PET/CTとMRIとの比較) 
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 本研究では、18F-fluoro-α-methyltyrosine（FAMT）を用いた口腔扁平上皮癌における上
下顎骨骨髄浸潤診断能の臨床的意義について、18F- fluorodeoxyglucose（FDG）とMRIを
用いて比較しした。近年カーボンやFフルオライドで標識したアミノ酸誘導体が、新たな腫
瘍診断薬として注目されている。群馬大学ではFAMTを開発し、現在臨床研究として年間約
300件の検査を行っている。FAMTの特徴としては、がん特異的に高発現するL-type amin
o acid transporter 1（LAT1）を介し選択的に腫瘍内に取り込まれることより、従来のFD
Gと比較しより悪性腫瘍へ特異性の高い核種として、その有用性が期待されている。FAMT
は頭頸部領域だけでなく、肺腫瘍や脳腫瘍など様々な領域への研究が報告されており、腫瘍
性病変と活動性病変の鑑別の有用性が示されている。今回の撮像条件として、FDGと同様、
前処置として６時間の絶食、5MBq/kg静脈内投与を行った。 
 本研究の背景は、術前画像診断により悪性腫瘍の進展範囲を正確に把握し、健常組織の過
剰な切除を防ぐことは、術後の整容や咀嚼・嚥下・発語機能改善に寄与するため、社会的生
命の向上につながる。また、術前に腫瘍の進展範囲を予測できることで適切な切除や治療方
針を立案することが可能となり、臨床的に非常に意義がある。そこで、今回われわれは顎骨
への骨髄浸潤および腫瘍進展範囲について各モダリティーを用いて、比較検討を行った。今
回、2008年4月から2011年3月まで、群馬大学口腔外科を受診した上下顎歯肉扁平上皮癌を
有する27症例（上顎8症例、下顎19症例、男性11名、女性16名）を対象とした。検討項目は、
MRI,PETによる骨髄浸潤の診断能について視覚的に評価および、PET-VCARを用いた画像
上で計測した腫瘍の推定体積と、切除標本から概算した腫瘍体積とを比較評価した。 
 各モダリティーの顎骨骨髄浸潤の診断能は、感度、特異度、陽性的中率、陰性的中率、正
診率の順に、MRI（95.0%,57.0%,86.3%,80.0%,85.1%）、FDG（100.0%,14.3%,76.9%,100%,
77.8%）、FAMT（90.0%,85.7%,94.0%,85.7%,88.9%）であった。つまり、感度はFDGが
最も高く、特異度および正診率はFAMTが最も高い結果となった。また、FAMTとFDGに
よる顎骨浸潤の診断能の間に、マクネマー検定にて有意差を認めた。PET-VCARを用いた
画像上で計測した腫瘍の推定体積と、切除標本から概算した腫瘍体積との比較では、切除標
本から概算した腫瘍体積では、FDGの推定体積において有意差を認めたが、FAMTの推定
体積との間に有意差は認めなかった。つまり、FAMTは腫瘍の進展範囲をFDGよりも正確
に評価でき、切除範囲を決定する際の一助となる可能性が示唆された。また回帰分析を用い、
PETVCARによるFAMTおよびFDGの腫瘍体積と切除標本から概算した腫瘍体積とを解析
した結果、FAMTでは実際の腫瘍容積と比べて1.4倍程度の過大評価しか見られないのに対
し、FDGでは実際の腫瘍体積よりも約２倍以上の過大評価が見られる傾向にあった。FDG
の問題点として、特異度が低く、顎骨への浸潤がない場合も多くの偽陽性が生じてしまう点
が挙げられる。そのため、腫瘍特異性の高いFAMT−PETを併用することで正診率が向上し、
従来の検査を補完する可能性が示唆された。また、FAMTの腫瘍予測体積と切除標本から概
算した腫瘍体積とが正の強い相関を示したことにより、FAMTは適正な顎骨切除範囲や治療
方針を予測するための指標となる可能性を認めた。 
 本研究により、歯肉扁平上皮癌における顎骨への骨髄浸潤および腫瘍進展範囲の評価にF
AMT-PET/CTが有用であることが明らかとなった。 
          
